
396 核医挙　11巻3号（1974）

117．169Yb，67Ga，1111孤の骨取込みに影響を

　　　及ぼす要因について
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　〔目的〕16gYb－，　o「Ga－，111ln－cjtrateの腫瘍組織取

込率はほとんど差がないが，骨取込率では169Ybが最大

で67Ga，1111nの順に小さくなった．このために軟組織

残存率では169Ybが最小となり，67Ga，1111nの順に大

きくなることは既に報告したが，この原因が何によるも

のであるかを明らかにするために行なった，

　〔実験〕骨取込みに影響を及ぼす要因として上記核種

の血液中でのタンパク（トランスフェリンも含めて）結

合力と血液中でのイオン形であると考えて，この実験を

行なった．骨のモデルとしてハイドロキシアパタイト結

晶（HA結晶）を使用し，血清と同程度の濃度のアルブ

ミン溶液中およびこれにトランスフェリンを段階的に多

く加えた溶液中での上記核種のHA結晶への吸着率を実

験した．ついでpH7．3の0．01モルリン酸緩衝液中での

上記核種のHA結晶および陽イオン交換樹脂への吸着率

を求めた．

　〔結果〕169Ybはトランスフェリンの量にかかわらず

上記タンパク溶液中でよくHA結晶に吸着した．67Ga

もよく吸着したが，トランスフェリンが増量するとやや

HA結晶への吸着率が減少した．1111nはトランスフェ

リン量に関係なくHA結晶吸着率ははるかに小さかっ

た．次に上記緩衝液中でのHA結晶および陽イオン交換

樹脂への吸着率は共に1111n，67Ga，16gYbの順に大きく

なりHA結晶と陽イオン交換樹脂吸着率は同じ傾向を示

した．

　〔結論〕16gYb，67Ga，1111nの骨取込みに及ぼす主な

要因は血中でのイオン形であり，陽イオン形で存在する

ものはよく取込まれ，陰イオン形で存在するものは骨取

込みが少なかった．タンパク結合の影響は少なかった．
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